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今回の国際連携スタートアップの目的・狙い、意義・必要性について、簡潔、明瞭に記入してください。

これまでの実績をもとに 2007 年度の文部科学省（学術振興会）「アジア・アフリカ学術基盤形成事業」への申請を準備し

つつ東アジアの発達障害児のための治療教育プログラム開発に関する研究ネットワークの構築をはかることを目的として

いる。また、JICA 草の根技術協力事業（草の根パートナー型）「知的障害児の就学率向上につながる教育プログラム開発

を支援するプロジェクト」事業（カウンターパートはハノイ師範大学）と連動させて、院生・若手研究者レベルの研究交流を

本格化させること。 

今回の国際連携スタートアップで得られた成果、目標達成度、今後の展開計画について、ポイントを絞り具体的、簡潔に記
入してください。 

本学、人間科学研究所の「高機能自閉症およびアスペルガー症候群の教育的対応」プロジェクトおよび JICA 草の根技

術協力事業（草の根パートナー型）「知的障害児の就学率向上につながる教育プログラム開発を支援するプロジェクト」

事業と関連させて東アジアの障害児教育・福祉ネットワークの構築につとめた。当初の計画では、タイ、韓国を含めたネット

ワーク構築を予定していたが拠点大学をハノイ師範大学（ベトナム）および蘇州大学（中国）とし日本・中国・ベトナムの 3 か

国の拠点大学を中心に発達障害児の治療教育プログラムの開発に取り組んでいるフィールドとの連携をはかってきた。 

その結果、「東アジアの発達障害児のための治療教育プログラム開発に関する国際共同研究」で「アジア・アフリカ学術基

盤形成事業」（学術振興会：2008 年度～2010 年度）の採択を受けることができた。また、日本での研究成果として、日本保

育学会（2007 年 5 月、十文字学園女子大学）、「東アジアの障害児教育・福祉シンポジュウム」（2007 年 10 月、本学）、「高

機能自閉症児およびアスペルガー症候群児の学童期の発達特徴と教育的支援」（2007年12月、本学)、「発達障害者支援

シンポジュウム－厚生労働省障害者自立支援調査研究プロジェクト－」（2008 年 2 月、舞鶴市）、日本発達心理学会第 19

回大会ラウンドテーブルで「第三者の共有と共同注意との関連性およびその成立過程をめぐって」（2008年3月、大阪国際

センター）で企画・報告をおこなった。 

関連して、自閉症に関する外国文献の翻訳紹介、本学心理・教育相談センターでの事例報告を共同研究としてまとめ

た。 
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